
美浜プロムナードにおける壁面に関する色彩基準の提案 

A Proposal for wall color standards in Mihama Promenade  

磯野研究室 ：22B2011 岩元 開路 

22B2107 濱松 寿怜 

1． 研究の背景と目的 

色彩は街並みや建築物の印象を大きく左右し、都市景

観に強い影響を与える重要な要素である 1)。 

幕張ベイタウンは計画的に造成され、壁面色彩に一定

の調和が保たれている。しかし、改修や更新の進展によ

り調和が損なわれる可能性がある。また、現状では市民

代表と事業者の協議を通じて色彩が決定されるため、合

意形成に時間と労力を要する点が課題である。 

本研究では、幕張ベイタウン内にある美浜プロムナー

ドを対象として現状の壁面色彩の特徴を明らかにする。

その後、将来的な景観保全及び合意形成の効率化に資す

る美浜プロムナードにおける壁面色彩の基準を色相・明

度・彩度を用いて定量的に提案することを目的とする。 

 

2．研究方法 

2.1 研究対象地について 

幕張ベイタウンは、21 世紀の国際業務都市を目指す

幕張新都心にふさわしい居住環境の整備を目的として開

発された都市型住宅地である 2)。 

また、対象地の美浜プロムナード（図-１）は商業・

文化施設の配置やアーケードによる街並み形成が計画的

に行われ、幕張ベイタウンの中心部に位置する住民及び

来街者の主要動線として機能するとともに、多くのイベ

ントの開催場所となっている 3)4)。 

2.2 研究構成 

本研究の研究構成を図-２に示す

 

図-１ 研究対象地域全体地図   図-２ 研究構成 

2.3 研究手法 

(1) 美浜プロムナードの壁面色彩の現状分析 

一眼レフカメラ(Nikon D3500)を用いて美浜プロムナ

ードにおける住棟の前景撮影を行う。色しらべ注 1)を用

いて撮影した壁面の色相、明度、彩度を特定する。 

(2)色彩基準の作成 

 現状分析で得られた結果から、千葉市景観計画 5)に記

載されているうみの景観ゾーンの色彩基準を参考にし

て、美浜プロムナード独自の色彩基準を作成する。 

 

3．幕張ベイタウンにおける景観の現状把握 

3.1 幕張ベイタウンの概要  

幕張ベイタウンは、街区構成や街並みなど、都市のア

イデンティティを形成する要素が一体的にデザインされ、

調和の保たれた良好な景観が創出されている 2)。 

3.2 幕張ベイタウンにおける現行の色彩基準  

千葉市景観計画の海の景観ゾーンの色彩基準 5)におい

ては広域の定量的な基準が定められていた。千葉市の地

区計画 6)、景観形成基準 3)、デザインガイドライン 4)より

幕張ベイタウンにおける色彩基準を整理した結果、周囲

の景観と調和など定性的な基準が定められており、幕張

ベイタウン独自の定量的な色彩基準はなかった。  

 

4．美浜プロムナードの壁面色彩の現状分析 

4.1 画像の撮影方法 

 カメラの設定に関して、WB は日射量に応じて曇天また

は晴天設定とし、ISO 感度は 100 に設定し、壁面の明度

に応じてシャッター速度を調整した。撮影後 iPad で写真

と壁面を見比べ、差異がないか確認する。 

4.2 対象地の現地調査   

現地調査を 11/3 11:00～14:00 11/17 11:00～14:00 

に一眼レフカメラを用いて建物壁面の前景撮影を行った。 

撮影枚数:430 枚 住棟数:20 棟（図-3）

 

図-３ 住棟番号 

4.3 色相・明度・彩度の抽出プロセス 

(1) マンセル値の抽出 

色しらべを用いて、撮影画像から、1 つの色の要素に

つき同一色相が 10 地点得られるまで、抽出位置に偏りが

生じないよう壁面全体から均等にマンセル値を抽出する。 

(2) 平均値の算出 

抽出した 10 地点のマンセル値について、色相および明

度の平均値を算出する。 



(3) マンセル値の決定 

明度は平均値と同値、または小数点第 2 位を切り捨て・

切り上げした値を候補値とする。 

明度の候補値が複数生じた場合は、色相の平均値に最も

近い値を代表値として採用する。 

4.4 結果集計 

 集計で得られたマンセル値は、87 種類だった。そのう

ちベース色が 51種類、アクセント色は 36種類であった。 

 

5．美浜プロムナードにおける壁面色彩の特徴 

5.1 色彩の傾向 

5.1.1 全体 

 Y 系（YR,Y,GY）が全体の 67%を占めており、その補色

である P 系（RP,P,PB）は全体の 3%程度であった。P に関

しては使用されていなかった。 

5.1.2 ベース色 

 Y 系 (YR,Y,GY）と N のみが使用されており、Y 系

（YR,Y,GY）が 79%を占めていた。GY に関しては全てベー

ス色で使用されていた。等色相面に当てはめた結果、YR

は明度 4 以上彩度 5 以下、Y は明度 4 以上彩度 7 以下、

GY は明度 4 以上彩度 3 以下の範囲に収まった。 

5.1.3 アクセント色 

 ベース色で全体の 60%を占めていた YR,Y がアクセン

ト色でも 47%を占めていた。次いで B,N が多かった。 

5.2 住棟の壁面色彩の比較 

 ベース色のみで住棟の壁面色彩を比較すると Y 系

（YR,Y,GY）と N のみが使用されているため、同一住棟内

での色相差は全ての住棟において 2 以内であった。（図-

4）同様に隣接住棟間で比較すると、全ての住棟において

色相差は 1 以下であった。（図-4） 

5.3 ベース色とアクセント色の関係 

 住棟一棟あたりのベース色とアクセント色の使用され

る数の関係を(表-5)にまとめた。結果、ベース色が 1 箇

所の場合、アクセント色は最低 1 箇所使われている。ベ

ース色が 2 箇所以下の場合、アクセント色は最大 5 箇所

使われており、ベース色が 3 箇所以上の場合、アクセン

ト色は最大 2 箇所使われていることが明らかとなった。 

5.4 考察  

ベース色は、Y 系と N のみ使われており、P 系,R,G,B

系の色相は使用されていなかった。これらの色相は意図

的に使用を避けられている可能性が考えられる。 

アクセント色は、P と GY 以外が使用されていた。P は

Y 系の補色であり、GY は道沿いの街路樹によって補完さ

れているため使用を避けられている可能性が考えられる。 

ベース色とアクセント色の使用される数には反比例に

近い関係があり、ベース色が 1 色の場合アクセント色は

最低 1 色以上あることから、単調な街並みにならない工

夫がされていると考えられる。 

 

図-4 住棟ごとの色相分類(ベース色のみ)  

表-5 ベース色に対するアクセント色の比較 

 

 

6．結論 

5 章で得た結果より、以下の壁面色彩基準(案)を提案

する。（表-6） 

表-6 壁面色彩基準(案) 

 
 本研究で提案した壁面色彩基準（案）(表-6)により、

美浜プロムナードにおいて、既存景観の特性を損なうこ

となく景観を保全するとともに、壁面色彩に関する判断

基準を明確化することで、合意形成の効率化に寄与する

ことが期待される。 

今後は、本基準を参考に幕張ベイタウン全体へ展開す

ることで、まち全体における景観保全や合意形成のさら

なる効率化につながると考えられる。 
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注 1)色しらべ 

Kamusoft が開発した画像の色情報抽出や配色分析を行

うアプリ。 

制度は、得られたマンセル値とマンセル色票を比較する

ことによって検証した。 
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